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『広報えな』は環境に優しい再生
紙を使用しています。またインキ
は石油系ではなく、
地球に優しい植物
油を使用したもの
で印刷しています。

▲市メール配信サービス
　（登録用ＱＲコード）
　

音声告知放送の文字版ページ

▲

　（閲覧用ＱＲコード）

▲市ウェブサイト
  （閲覧用ＱＲコード）
あなたの知りたい情
報を分かりやすく提
供しています。

次号は

２月１５日号

発行日は

２月１５日㈬です

広報えな No.２８２
２０１７年（平成２９年）

２月１日発行

『広報えな』２月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約１２．１円（税込み）です。

　典型的な会社オンリー人間だった私ですが、現役の頃から中日新
聞の「妻と夫の定年塾」という定年退職後の夫婦の生き方が書かれ
たコラムを拝読していました。退職が近くなり、自分を振り返ると、
家事はできない。「これでは、コラムのように自分が家庭の『粗大
ごみ』になってしまう」と思ったのです。この事をきっかけに「定
年塾えな（現「男女のわ」ネットワーク）」に入会。皆さんと交流
しながら、家庭内自立を目指して掃除、洗濯、簡単な食事などに取
り組み、今では孫の子守りも引き受けるようになりました。これが
団塊世代の我が家での男女共同参画です。
　私の２人の子どもは家庭を持っています。どちらも共働き世帯で
すが、家事や子育てを夫婦で協力して行う姿に感動します。これが
できるのは、相手を思いやる気持ちや支え合う意識があるからだと
思います。男性も女性も子どもからお年寄りまでがこういう気持ち
や意識を持ち、お互いの違いを認め、協力し分担することができた
ら、今よりもっと幸せで住みやすい恵那市になると思います。

思いやり、支えあえたら
もっと幸せで住みやすい恵那市になると思います

Ｐｒ o ｆｉｌｅ
定年退職を機に、医療・交通の利便性や２人
の子ども家族のサポートを考え、中津川市付
知町から大井町へ移住。月に１０日ほどシル
バー人材センターで勤務。民生委員児童委員
大井単位協会長、男女共同参画プラン推進委
員会委員。６９歳。趣味は色鉛筆画。
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伊藤　正明 さん
masaaki itou
※男女共同参画に関する講演会や各種イベ
ントなどを行政と共に行う市民団体
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